
平
成
二
十
六
年
五
月
八
日
提
出

質

問

第

一

五

七

号

安
倍
晋
三
内
閣
が
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交
渉
に
参
加
し
た
経
緯
等
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

貴

子
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安
倍
晋
三
内
閣
が
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交
渉
に
参
加
し
た
経
緯
等
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
六
第
一
三
一
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
し
て
は
、
本
年
五
月
三
日
付
読
売
新
聞
一
面
に
「
日
米
Ｔ
Ｐ
Ｐ

豚
肉
関
税
『
五
十
円
』
に

現
行
四
百
八

十
二
円

差
額
制
は
維
持

牛
肉
は
『
九
％
』
」
と
の
見
出
し
の
記
事
を
掲
載
す
る
等
、
日
米
両
政
府
間
で
実
質
的
な
合
意

が
な
さ
れ
て
い
る
等
の
一
部
報
道
が
あ
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
し
、
日
米
両
政
府
で
実
質
的
な
合
意
は
な
さ
れ
て
い
る
の
か
否

か
、
端
的
に
答
え
ら
れ
た
い
。

二

一
で
、
合
意
が
な
さ
れ
て
い
る
の
な
ら
、
そ
の
内
容
を
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
い
。

三

二
〇
一
三
年
四
月
、
衆
参
両
院
の
農
林
水
産
委
員
会
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
重
要
五
品
目
の
関
税
措
置
は
守
る
と
し
た
決

議
が
議
決
さ
れ
て
い
る
と
承
知
す
る
。
一
で
、
合
意
が
な
さ
れ
て
い
る
の
な
ら
、
そ
れ
は
右
の
国
会
決
議
に
沿
う
も
の
で
あ

る
の
か
。

四

二
〇
一
三
年
三
月
十
五
日
、
内
閣
官
房
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
政
府
対
策
本
部
に
お
い
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
我
が
国
が
参
加
す
る
こ
と
に
よ

り
ど
の
よ
う
な
影
響
が
生
じ
る
か
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
押
し
上
げ
効
果
等
を
具
体
的
な
数
字
で
示
し
た
試
算
（
以
下
、
「
試
算
」
と

す
る
。
）
を
出
し
て
い
る
と
承
知
す
る
。
右
に
つ
き
、
改
め
て
説
明
さ
れ
た
い
。

一



五

前
回
質
問
主
意
書
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
我
が
国
が
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
の
第
一
次
、
二
次
、
三
次
産
業
は
、
プ
ラ

ス
面
、
マ
イ
ナ
ス
面
双
方
に
つ
き
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
る
か
、
ま
た
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
が
我
が
国
に

も
た
ら
す
影
響
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
具
体
的
数
字
を
挙
げ
た
上
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答

弁
書
」
で
は
「
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
以
下
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」
と
い
う
。
）
協
定
に
つ
い
て
は
、
現
在
交
渉
中
で
あ

り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
に
よ
る
我
が
国
の
第
一
次
産
業
、
第
二
次
産
業
及
び
第
三
次
産
業
へ
の
影
響
等
に
つ
い
て
具
体
的
な

数
字
を
挙
げ
て
お
示
し
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
答
弁
を
起
草
・
起
案
し
、
そ
の
内

容
に
承
認
す
る
決
裁
に
署
名
し
た
者
の
官
職
氏
名
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

「
試
算
」
を
政
府
と
し
て
出
し
て
お
き
な
が
ら
、
五
の
よ
う
な
「
具
体
的
な
数
字
を
挙
げ
て
お
示
し
す
る
こ
と
は
困
難
」

と
い
う
答
弁
が
な
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。
こ
の
よ
う
な
官
僚
的
な
答
弁
書
は
、
国
民
か
ら
選
ば
れ
た
国
会
議
員
を
馬
鹿
に
し

て
い
る
と
受
け
止
め
ざ
る
を
え
な
い
。
明
確
な
説
明
を
求
め
る
。

七

二
〇
一
二
年
十
二
月
十
六
日
に
挙
行
さ
れ
た
第
四
十
六
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
よ
り
、
政
権
交
代
が
実
現
し
、
自
民

党
、
公
明
党
に
よ
る
同
月
二
十
六
日
、
第
二
次
安
倍
晋
三
内
閣
が
発
足
し
た
。
政
権
交
代
が
実
現
す
る
以
前
、
現
在
与
党
の

座
に
つ
い
て
い
る
自
民
党
、
同
党
党
首
の
座
に
就
い
て
い
た
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
と
し
て
も
、
民
主
党
政
権
に
対
し

二



「
決
め
ら
れ
な
い
政
治
」
と
い
っ
た
フ
レ
ー
ズ
を
用
い
て
強
い
批
判
を
繰
り
返
し
て
き
た
と
承
知
す
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
し
て

も
、
政
権
交
代
が
実
現
す
る
以
前
は
、
第
四
十
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お
け
る
公
約
違
反
で
あ
る
旨
の
批
判
が
、
自
民

党
か
ら
民
主
党
政
権
に
対
し
て
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
前
民
主
党
政
権
を
強
く
批
判
し
て
き
た
自
民
党
か
ら
成
る

安
倍
内
閣
と
し
て
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
自
身
が
批
判
を
繰
り
返
し
て
き
た
政
権
が
最
初
に
言
い
出
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
の
流
れ
を

受
け
継
い
で
い
る
の
か
と
、
前
回
質
問
主
意
書
で
問
う
た
が
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
安
倍
晋
三
衆
議
院
議
員
の
内
閣
総

理
大
臣
就
任
以
前
の
政
治
家
個
人
又
は
政
党
の
役
員
と
し
て
の
見
解
や
政
党
間
の
や
り
取
り
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
政
府

と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
右
答
弁
を
起
草
・
起
案
し
、
そ
の
内
容
に
承
認
す
る
決
裁
に
署
名

し
た
者
の
官
職
氏
名
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

八

七
の
答
弁
は
、
安
倍
総
理
自
身
が
質
問
に
目
を
通
し
、
答
弁
内
容
を
確
認
し
た
上
で
閣
議
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
。

そ
れ
と
も
七
の
者
が
事
務
的
に
処
理
し
た
も
の
で
あ
る
か
。
明
確
に
答
え
ら
れ
た
い
。

九

議
院
内
閣
制
を
旨
と
す
る
我
が
国
に
お
い
て
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
民
意
を
受
け
、
多
数
を
獲
得

し
た
政
党
が
政
権
党
と
な
り
、
政
府
を
構
成
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
あ
る
政
党
、
ま
た
は
そ
の
党
首
が
政
権
に
就
く

前
に
主
張
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
、
同
党
が
政
権
党
と
な
り
、
同
党
首
が
内
閣
総
理
大
臣
と
な
っ
た
後
こ
そ
、
国
民
に
対
す

三



る
説
明
責
任
を
負
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
「
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
」
と
答
弁
を
避
け
る
の
は
、
政
府
と
し

て
無
責
任
で
は
な
い
の
か
。
安
倍
総
理
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


